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▼
日
時   

８
月
27
日
㈫
午
後
１

時
30
分
～
３
時
▼
会
場   

高
野

公
民
館
多
目
的
ホ
ー
ル
▼
対

象   

小
学
生
（
低
学
年
は
保
護

者
同
伴
）
▼
講
師   

松ま
つ

本も
と

順じ
ゅ
ん

治じ

　

外
来
生
物
の
ア
メ
リ
カ
オ
ニ

ア
ザ
ミ
と
い
う
植
物
が
市
内
で

目
立
っ
て
い
ま
す
。
繁
殖
力
が

強
く
、
大
き
く
成
長
し
、
堅
く

鋭
い
ト
ゲ
を
持
つ
た
め
、
発
見

し
た
と
き
は
、
成
長
す
る
前
に

抜
き
取
っ
て
処
分
を
お
願
い
し

ま
す
。
開
花
時
に
駆
除
し
た
場

合
は
、
種
子
が
飛
散
す
る
こ
と

も
あ
る
の
で
、
駆
除
後
は
放
置

せ
ず
に
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先　

市
役
所
生
活
環
境

課　

環
境
Ｇ　

内
線
１
４
６

夏
休
み　

小
学
生
対
象

ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
体
験

ア
メ
リ
カ
オ
ニ
ア
ザ
ミ

の
駆
除
に
ご
協
力
を
！

催

開

集

募

　

茨
城
県
知
事
選
挙（
選
挙
期
日

９
月
８
日
㈰
）
に
お
け
る
期
日

前
投
票
の
投
票
立
会
人
を
募
集

し
ま
す
。 あ

な
た
も
経
験
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

20
代
の
投
票
立
会
人

氏（
折
り
紙
飛
行
機
51
く
ら
ぶ
）

▼
募
集
人
数   

30
人
※
超
過

の
場
合
抽
選
▼
参
加
費   

無
料�

▼
持
参
品　

は
さ
み
、
定
規�

▼
申
込   

往
復
は
が
き
に
講
座

名
・
住
所
・
氏
名
・
学
年
・
電

話
番
号
を
記
入
し
、
８
月
15
日

㈭
必
着
で
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先　

中
央
公
民

館　

〒
３
０
２

－

０
１
１
０   �

守
谷
市
百
合
ケ
丘
２

－

２
５
０�

４

－

１   

☎
48
・
６
７
３
１

▼
日
時   

９
月
12
日
㈭
・
13
日

㈮
※
２
日
間
▼
会
場   
ポ
リ
テ

ク
セ
ン
タ
ー
茨
城
（
常
総
市
水

海
道
高
野
町
５
９
１
）
▼
内

容   

防
火
管
理
の
意
義
・
制
度

／
火
気
管
理
／
施
設
・
設
備
の

維
持
管
理
／
防
火
管
理
に
係
る

訓
練
・
教
育
／
防
火
管
理
に
係

る
消
防
計
画
※
全
日
程
の
受
講

が
必
要
（
欠
席
・
遅
刻
等
は
認

め
ら
れ
ま
せ
ん
）
▼
受
講
料   

５
０
０
０
円
／
常
総
地
方
防
火

協
会
加
入
事
業
所
は
４
５
０
０

円
▼
定
員   

先
着
80
人
▼
申
込

期
間   

８
月
５
日
㈪
～
９
日
㈮

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

▼
申
込
方
法   

受
講
申
請
書

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
管
内

　

太
平
洋
戦
争
の
末
期
に
沖
縄

で
は
、
住
民
を
巻
き
込
ん
だ
地

上
戦
が
大
き
な
悲
劇
を
生
み
ま

し
た
。
そ
の
終
結
か
ら
68
年
、

戦
後
の
沖
縄
の
人
々
は
苦
難
の

連
続
で
し
た
。
そ
の
歴
史
と
現

状
を
パ
ネ
ル
展
で
考
え
ま
す
。

▼
期
間   

８
月
８
日
㈭
～
14
日

㈬
▼
場
所   

中
央
図
書
館
休
憩

コ
ー
ナ
ー
▼
後
援   

守
谷
市
、

茨
城
県
平
和
委
員
会

▼
主
催
・
問
合
先   

守
谷
平
和

の
会  

☎
46
・
１
０
１
７

▼
日
時   

８
月
５
日
㈪
午
前
９

時
～
午
後
５
時
▼
会
場   

県
内

の
各
司
法
書
士
事
務
所
（
事
前

申
込
必
要
）
▼
相
談
内
容   

相

続
・
贈
与
・
会
社
・
法
人
登
記
・

裁
判
・
借
金
等
に
関
す
る
相
談

▼
問
合
先   

茨
城
司
法
書
士
会   

☎
０
２
９･

２
２
５･

０
１
１
１

   

県
内
在
住
で
視
覚
に
障
が
い

の
あ
る
方
の
相
談
・
助
言
・
情

報
提
供
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時   

８
月
８
日
㈭
午
前
11

時
～
午
後
３
時
▼
会
場   

常
総

市
石
下
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
常
総
市
新
石
下
４
３
６
５
）

▼
申
込
・
問
合
先　
県
立
盲
学
校   �

☎
０
２
９･

２
２
１･

３
３
８
８

shien@
ibaraki-sb.ed.jp

平
成
25
年
度

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

平
和
パ
ネ
ル
展

沖
縄
戦
と
沖
縄
基
地
問
題

各
消
防
署
窓
口
で
取
得
）
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
直
接
申
し

込
む

▼
申
込
・
問
合
先   

常
総
広

域
消
防
本
部
予
防
課   

☎
23
・

０
９
０
４   

http://w
w

w
.

jyouso-koiki.or.jp/

▼
日
時   

８
月
４
日
㈰
午
前
10

時
～
午
後
３
時
※
小
雨
決
行   

▼
会
場   

守
谷
駅
西
口
駅
前
広
場

▼
問
合
先   

守
谷
す
た
い
る
研

究
交
流
会   

石
澤   

０
９
０�

・
３
１
４
８
・
５
３
７
０
／
市

役
所
経
済
課   

商
工
・
観
光
Ｇ   

内
線
２
６
２

ふ
る
さ
都
市
も
り
や
朝
市

　

投
票
立
会
人
と
は
、
投
票
所

に
お
い
て
投
票
事
務
の
執
行
が

公
正
か
つ
適
正
に
行
わ
れ
る
よ

う
立
ち
会
う
人
で
す
。

　

今
回
募
集
す
る
投
票
立
会
人

は
、
投
票
日
で
は
な
く
、
選
挙

期
日
の
告
示
日
の
翌
日
か
ら
選

挙
期
日
の
前
日
ま
で
行
わ
れ
る

「
期
日
前
投
票
」の
立
会
人
で
す
。

▼
立
会
日   

８
月
23
日
㈮
～

９
月
７
日
㈯
の
間
の
希
望
日�

▼
立
会
時
間　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
８
時
（
食
事
等
の
一
時
退

席
以
外
で
の
離
席
は
で
き
ま
せ

ん
）
▼
立
会
場
所   

市
役
所
期

日
前
投
票
所
▼
応
募
資
格   

市

内
在
住
で
選
挙
権
を
有
す
る
20

代
の
方
※
申
込
多
数
の
場
合

は
抽
選
▼
報
酬   

１
日   

１
万�

５
０
０
円
▼
申
込
方
法   

申
込

用
紙
（
申
込
先
に
用
意
ま
た
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
）

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
８

月
６
日
㈫
ま
で
に
持
参
ま
た
は

郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子
メ
ー
ル

（
申
込
用
紙
添
付
）
で
申
し
込

む
※
郵
送
の
場
合
は
８
月
６
日

㈫
必
着

▼
申
込
・
問
合
先   

市
役
所
総

務
課
内「
市
選
挙
管
理
委
員
会
」

内
線
３
５
３

45
・
６
５
２
９

senkyo@
city.m

oriya.
ibaraki.jp

司
法
書
士
法
律
無
料
相
談
会

地
域
巡
回
教
育
相
談
会

お知らせ・開催・募集

▲アメリカオニアザミ
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誰
も
が
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ

る
ま
ち
…
あ
な
た
の
考
え
を

「
絵
て
が
み
」
に
し
て
送
っ
て

く
だ
さ
い
。

▼
募
集
内
容   

「
み
ん
な
が
い

き
い
き
と
暮
ら
せ
る
男
女
共
同

参
画
社
会
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

絵
て
が
み
※
未
発
表
で
自
作
の

作
品
（
１
人
１
点
ま
で
）
▼
応

募
資
格   

一
般
の
部   

市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
方
／
小
中

学
生
の
部   

市
内
在
住
の
小
学

５
年
生
・
中
学
２
年
生
▼
作
品

サ
イ
ズ   

は
が
き
サ
イ
ズ
も
し

く
は
11
㎝
×
15
㎝
▼
応
募
方
法   

市
役
所
窓
口
・
各
公
民
館
に
設

置
さ
れ
て
い
る
応
募
用
紙
に
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
等
を
記

入
し
作
品
に
添
付
の
上
、
窓
口

も
し
く
は
郵
送
（
作
品
保
護
の

た
め
封
書
で
送
付
）
に
よ
り
８

月
30
日
㈮
必
着
で
申
し
込
む�

▼
発
表   

審
査
に
よ
り
入
賞
し

た
方
に
の
み
通
知
▼
表
彰   

賞

区
分
は
、
最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
、

佳
作
と
し
、
各
賞
と
も
賞
状
と

記
念
品
を
贈
呈
／
11
月
に
表
彰

式
開
催
予
定
／
入
賞
作
品
は
、

広
報
も
り
や
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
公
表
予
定
▼
そ
の
他   

男
女
共
同
参
画
社
会
に

関
す
る
絵
て
が
み
募
集

応
募
作
品
は
返
却
し
な
い
／
作

品
の
著
作
権
は
守
谷
市
に
帰
属

／
最
優
秀
賞
受
賞
作
品
は
男
女

共
同
参
画
啓
発
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

等
に
使
用

▼
応
募
・
問
合
先   

市
役
所
市

民
協
働
推
進
課   

協
働
推
進
Ｇ   

内
線
１
３
３   

kyoudou@
city.m

oriya.ibaraki.jp

　

子
育
て
の
お
手
伝
い
を
し
て

く
れ
る
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集
し

て
い
ま
す
（
サ
ポ
ー
タ
ー
育
成

講
座
の
受
講
が
必
須
）。

▼
日
程   

９
月
25
日
㈬
午
前
９

時
30
分
～
午
後
３
時
、
26
日
㈭

午
前
９
時
30
分
～
正
午
（
救
急

救
命
講
座
）・
午
後
１
時
～
３

時
、
27
日
㈮
午
前
９
時
～
午
後

３
時
▼
会
場   

市
民
交
流
プ
ラ

ザ
、
守
谷
消
防
署
▼
内
容   

サ

ポ
ー
タ
ー
と
し
て
の
心
構
え
、
子

ど
も
の
健
康
・
病
気
・
安
全
・

栄
養
・
遊
ば
せ
方
、
緊
急
時
の

対
応
と
応
急
処
置
な
ど
▼
対
象   

市
内
在
住
の
心
身
共
に
健
康
で

子
育
て
に
意
欲
が
あ
り
、
お
子

さ
ん
が
好
き
な
方
※
資
格
・
経

験
・
年
齢
・
性
別
は
不
問
▼
申

も
り
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー　
　
「
サ
ポ
ー
タ
ー

育
成
講
座
」　

受
講
生

▼
日
時   

８
月
10
日
㈯
午
後
１

時
30
分
～
４
時
▼
場
所   

中
央

公
民
館
団
体
活
動
室
▼
内
容   

相
続
・
遺
言
・
法
人
設
立
・
営

業
許
可
・
農
地
転
用
・
帰
化
永

住
・
在
留
資
格
・
権
利
義
務
・

事
実
証
明
に
関
す
る
こ
と

▼
問
合
先   

茨
城
県
行
政
書
士

会
県
南
支
部   

☎
０
２
９
９
・

26
・
２
７
５
６

　

食
育
・
地
産
地
消
の
大
切
さ

と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
推
進
を
図
る

た
め
、
県
が
運
営
す
る
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
テ
レ
ビ
「
い
ば
キ
ラ
Ｔ
Ｖ
」

サ
イ
ト
内
で
農
業
振
興
を
テ
ー
マ

と
し
た
一コ
マ
ま
ん
が
を
募
集
し

ま
す
（
10
月
に
結
果
発
表
予
定
）。

▼
実
施
方
法   

県
の
農
業
振
興

を
主
題
と
し
た
ア
ニ
メ
「
あ
ぐ

か
る
」
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
活
用

し
た
漫
画
制
作
ツ
ー
ル
を
使
用

茨
城
県
行
政
書
士
会

県
南
支
部　

無
料
相
談
会

農
業
振
興
を
テ
ー
マ
と
し
た

「
ま
ん
が
コ
ン
テ
ス
ト
」

込
締
切
日   

８
月
30
日
㈮

▼
申
込
・
問
合
先   

も
り
や
フ
ァ

ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー   

☎
45
・
２
４
３
２

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

し
農
業
振
興
に
関
連
す
る
一
コ

マ
ま
ん
が
を
作
成
し
て
、
応
募

先
に
投
稿
（
ツ
ー
ル
操
作
方
法

は
い
ば
キ
ラ
Ｔ
Ｖ
サ
イ
ト
内
特

設
コ
ー
ナ
ー
で
公
開
）
▼
区
分      

学
生
部
門
（
小
・
中
・
高
・
特

別
支
援
学
校
の
児
童
・
生
徒
）

／
農
業
部
門
（
農
業
・
農
産
物

販
売
従
事
者
）／
一
般
部
門（
そ

の
他
）
▼
応
募
先   

い
ば
キ
ラ

Ｔ
Ｖ
サ
イ
ト
内
特
設
コ
ー
ナ
ー

http://ibakira.tv/shokui�
ku_201307/

▼
応
募
締
切
日   

９
月
10
日
㈫

▼
問
合
先

◎
事
業
全
般
に
関
す
る
こ
と   

県
知
事
公
室
広
報
広
聴
課
広
報

戦
略
室　

☎
０
２
９
・
３
０
１
・�

２
１
２
９

◎
応
募
方
法
に
関
す
る
こ
と

ま
ん
が
コ
ン
テ
ス
ト
事
務
局

http://ibakira.tv/shokui�
ku_contact/

   

子
ど
も
が
大
好
き
な
高
校
生

の
皆
さ
ん
！　

保
育
所
で
子
ど

も
た
ち
と
、
一
日
一
緒
に
過
ご

し
ま
せ
ん
か
？

▼
期
間   

８
月
１
日
㈭
～
30
日

㈮
の
希
望
日
※
土
・
日
曜
日
、

８
月
13
日
㈫
～
16
日
㈮
は
除

く
▼
対
象   

市
内
在
住
・
在
学

の
高
校
生
▼
内
容   

遊
び
の
相

手
、
食
事
・
昼
寝
の
介
助
▼
申

込
方
法   

応
募
用
紙（
保
育
所
、

児
童
福
祉
課
お
よ
び
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
）
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
随
時
希
望
す
る

保
育
所
へ
申
し
込
む

▼
場
所
、
申
込
・
問
合
先

北
園
保
育
所   

☎
48

・４
８
９
７

土
塔
中
央
保
育
所   

☎
48

・１�

８
７
６ 夏

休
み

高
校
生
子
育
て
体
験
教
室

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募　　集
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　市では、東日本大震災や阪神・淡路大震災の教
訓・実例を踏まえ、一部の地域において「発災対
応型防災訓練」を実施します。
　従来は、参加者が一堂に集まり、初期消火活動
や応急救護訓練などを実施する「会場型防災訓練」
でした。このような方法は、毎回変化が少なく、
参加者も受動的に訓練を行いがちになるため、マ
ンネリになりやすい欠点があります。
　一方、昨年度から実施している「発災対応型防
災訓練」は、シナリオのない現実的な初動対応訓
練です。実際の災害時には、避難所や近くの一時
避難場所（公園や自治会館等）に避難する間に、
火災に遭遇し、消火活動を求められるかもしれま
せん。また、道路がふさがれて先に進むことがで
きなくなったり、近くで助けを求める人の声が聞
こえてくるかもしれません。予測できない事態が
次々に起こってくるのが「実際の災害」なのです。
　「発災対応型防災訓練」は、各自の判断で行動
しなければならな
いため、実際の災
害に対して即時対
応能力が養われる
といった利点があ
ります。過去の教
訓 か ら 分 か る こ
とは、被災直後に
役立つものは「地域の絆」であり、地域で助け合う
環境を整えていくことが重要であるということです。

　市内在住の方が 7 月から 2 年間、海外協力
隊（ＪＩＣＡボランティア派遣事業）として海
外へ赴任しました。永

な が

田
た

清
き よ

思
し

さん（写真左）は
ブータンで国内の食品の安全管理に関する活動
を、松

ま つ

見
み

正
ま さ

孝
た か

さん（写真右）はフィジーで漁業
経営の枠組み作りのための活動を行う予定で
す。お二人の任地での活躍を期待しています！

　ダブルダッチのクラブチーム「☆皆
み な

跳
と

☆」が、
日本代表として 6 月にアメリカで開催された第
40 回ＡＤＤＬ世界選手権大会において優勝し、
世界一に輝きました。

この訓練は、生活の場である自分たちの地域での
災害を想定した訓練であり、地域住民の防災行
動力の向上を図ることを目的としています。
　今回の訓練は、事前に自治会長宛てに通知し、
希望された自治会や自主防災組織で実施されます。
　「自主防災組織などの取り組みを実施していな
い」「これから自主防災組織結成を考えている」
自治会の方は、今後の地域防災力の向上につなが
りますので、ぜひ参観してください。参観を希望
する地区の方は、交通防災課までご連絡ください。

▼実施日時　9 月 1 日㈰　11:00 ～
▼ �実施地区　事前に実施を希望した自治会・自主

防災組織

▼ �訓練想定　茨城県南部を震源とする直下地震が
発生（震度 7）

▼訓練内容　発災対応型防災訓練
※訓練内容は地域の状況によって多少異なる

【自治会・自主防災組織】
・地震発生～自分の身を守る（自助）
・近所への声かけ
・一時避難場所へ参集
・自治会の災害対策本部を開設
・自治会区域内の調査活動
・地域内負傷者救助、負傷者応急手当、初期消火
・被害状況の報告や市からの情報収集・伝達

【市・関係機関】
・市災害対策本部設置訓練
・消防団の受け持ちエリア内情報収集訓練

○問合先　市役所交通防災課　交通・防災Ｇ　内線 138
〈主催〉守谷市　〈協力〉守谷の地域防災を考える会、守谷市消防団、守谷消防署・南守谷出張所

シニア海外ボランティア協力隊 ダブルダッチで世界一に !!

発 災 対 応 型 防 災 訓 練 を 実 施 ！

▲昨年の訓練の様子

左から米
よ ね

谷
た に

樹
いつき

さん（守谷小）、平
ひ ら

久
く

保
ぼ

健
け ん

太
た

さん
（大野小）、寺

て ら

田
だ

心
し ゅ う

優さん（高野小）



地域で安全・安心なまちづくりを目指して
●問合先　市役所交通防災課　交通・防災Ｇ　内線 138
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し な

防犯指導員コラム

　去年のコラムで、「振り込め詐欺防止には、子
が親に『お金の電話はしないからね』と前もって
話しておくことが一番」と書きました。
　しかし、振り込め詐欺は今でも被害が発生して
います。どこの家庭でも同様の対策をしていても、
手口は多様化しており、犯罪に巻き込まれてしま
う可能性があります。
　そのような中、牛久市内の 60 代女性が“だま
されたふり”をして警察に通報し 3 人の犯人が逮
捕されたという記事が目につきました。
　この「犯人をだまして逮捕してもらう」という
お手柄が多くの市民に広がれば、犯人側に「おび
き出されて逮捕されるかもしれない」という強い
不安により、犯罪を踏みとどまらせることができ
ると思います。　
　犯人も逮捕のリスクを避ける対策はしており、
親玉までたどり着くのは大変だと思いますが、多
くの方に協力していただき、犯罪被害者を減らし
ていきたいと考えています。
　今後とも、防犯関係者各位と協力し、市民の皆
さんに語りかけていきたいと思っていますので、
よろしくお願いします。
　まずは手始めに、妻に話したところ「いいよ。
でも演技力も必要だね」と乗ってくれました。一
週間後「近頃、誰からの電話でも疑うようになっ
た」という言葉を聞き、「積極的に考えるといろ
いろな効果がある」と再認識 ･･･ どうですか？　
皆さんのご協力をお願いします！！

●市内の犯罪発生状況（平成 25 年 1 月～ 5 月）
　前年同時期と比較し、刑法犯総数は減少してい
ます。特に「空き巣」は、減少していますが、外
出時のカギ掛けを徹底するのはもちろんのこと、
被害を未然に防ぐため、防犯対策を皆さんで心掛
けましょう！

※（　）内の数字は、前年 1 ～ 5 月との比較
発生
地域

刑法犯
総数

街頭犯罪
住宅侵
入犯罪

万引き
その他の

犯罪

① 182（△ 32） 66（△　3）22（△ 17） 42（＋ 8） 1（± 0）

② 58（△ 29） 28（△　8） 7（△　4） 1（△ 1） 0（± 0）

③ 45（△　6） 19（△　1） 6（±　0） 4（＋1） 0（± 0）

合計 285（△ 67）113（△ 12）35（△ 21） 47（＋ 8） 1（± 0）

街頭犯罪内訳

発生
地域

乗り物盗

ひったくり 車上狙い
自動車盗

オート
バイ盗

自転車盗

① 13（＋10） 4（△ 1）37（△　5） 2（＋1） 10（△ 8）

② 2（△　4） 5（＋ 3）17（△　9） 0（± 0） 4（＋ 2）

③ 1（△　1） 3（＋ 2）10（△　1） 0（± 0） 5（△ 1）

合計 16（＋　5） 12（＋ 4）64（△ 15） 2（＋1） 19（△ 7）

▶発生地域区分　
①本町、松並、ひがし野、赤法花、百合ケ丘、
　中央、松ケ丘、大柏、野木崎
②久保ケ丘、御所ケ丘、立沢、松前台、薬師台、
　緑、板戸井、大木、大山新田
③みずき野、小山、乙子、けやき台、高野、鈴塚、
　美園

守谷市の交通事故発生状況（６月）　　件数 14 件　　死者数０人　　負傷者数 16 人

情けは人のためならず

　福祉避難所とは、介護が必要な高齢者や障がい
のある方など一般の避難所での共同生活が困難な
方が、安心して避難生活を送ることができるよう
特別の配慮がある避難所のことです。
　市は、次の社会福祉法人と協定を締結し、3 か
所の施設に福祉避難所として協力いただくことに
なりました。災害時に、避難所の生活で特別な配
慮が必要な在宅の要介護高齢者や障がい者をサ
ポートします。

◎社会福祉法人　峰林会
　特別養護老人ホーム峰林荘　野木崎 1931
　☎ 48－3587
◎社会福祉法人　英伸会
　特別養護老人ホーム七福神　高野 1755−１
　☎ 45－3580
◎社会福祉法人　筑桜会
　障害者支援施設さくら荘　大木 129−２
　☎ 48－6288

社会福祉施設と福祉避難所に関する協定を締結
●問合先　市役所介護福祉課　内線 177
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　市では、食事の調理が困難な高齢者の皆さんに
栄養バランスを考慮した食事（夕食のお弁当）を
手渡しで配達し、安否の確認を行います。

▼対象
　市内在住で、食事の調理が困難であり、次の①
～⑤のいずれかに該当する方（本人に市町村民税
が課税されていない方）
　① 65 歳以上の一人暮らしの方
　② 65 歳以上のみの世帯の方
　③�身体障害者福祉法第 4 条に規定されている身

体障がい者
　④�厚生労働省が定める特定疾患調査研究事業の

対象疾患患者
　⑤�精神保健及び精神障害者福祉に関する法律第

45 条第 2 項に規定されている精神障がい者
保健福祉手帳を所持している方　

▼利用料金
　1 食当たり 450 円

▼利用回数
　週３回まで（日曜日、祝日、年末年始を除く）

▼事前調査
　サービス利用決定に当たり、訪問調査を実施し
ます。申請者の心身の状況、置かれている環境、
申請者および家族の希望等の情報を収集し、サー
ビス利用の可否を決定します。

▼申請方法
　利用申請書（申請先または市ホームページから
取得）に必要事項を記入の上、申請する

▼申請・問合先
　市役所介護福祉課　地域包括支援センター
　☎ 45－1744（直通）

▼代行申請
　申請が困難な方は、代行申請をご利用ください。
・守谷中学校区　　
　在宅介護支援センターもりや
　☎ 48－2099
・愛宕中学校区
　在宅介護支援センターやまゆり
　☎ 48－4660
・けやき台中学校区
　在宅介護支援センターみのり
　☎ 45－3580
・御所ケ丘中学校区
　在宅介護支援センターわたぼうし
　☎ 46－2002

○熱中症の発症しやすい条件とは？
　非常に暑い環境下で起こりやすいということは
当然ですが、梅雨の合間に突然気温が上昇した日
や梅雨明けの蒸し暑い日など、身体が暑さに慣れ
ていない時に起こりやすいということを念頭に置
いておく必要があります。3 年前の夏の例では、
7 月下旬の最初の熱波で、多くの重症患者が発生
しました。
　生活において、スポーツ・労働時間時・散歩中、
自転車の運転中、バス停での待ち時間など、屋外
で発症するほかに、室内での家事、飲酒、店番な
どでも発症しており、日常生活では特に、屋外よ
り屋内での発症が多くみられます。
○どのような症状で熱中症を疑うのか？
　熱中症は一般に重症度に応じてⅠ度、Ⅱ度、Ⅲ
度に分類されます。最も軽いⅠ度では、めまい・
失神などの「立ちくらみ」の症状や、筋肉痛・筋
肉の硬直などのいわゆる「筋肉のこむらがえり」
の症状がみられます。この時期には大量の発汗を
伴います。Ⅱ度になると頭痛・気分の不快・吐き
気・嘔

お う

吐
と

・倦
け ん

怠
た い

感など「体がぐったりして、力が
入らない」という状態になってきます。Ⅲ度にな
ると、高体温となり、意識障害・全身けいれん・
手足の運動障害などが出現し、生命が危険な状態
となってきます。
○熱中症の症状が出た場合の処置は？
　熱中症の症状は、主に水分や塩分の喪失による
脱水症と、高体温による臓器障害によって生じま
す。したがって、応急処置は水分や塩分の補給と、
体を冷やすことが重要です。具体的には、Ⅰ度の
症状があれば、すぐに涼しい場所へ移し、水分や
塩分を補給させます。そして誰かがそばに付き添っ
て見守り、改善しない場合や悪化する場合には、病
院へ搬送します。Ⅱ度の症状の時には、涼しい場所
へ移し、足を高くして休ませます。自分で水分や
塩分を取れなければ、すぐに病院へ搬送します。
　Ⅲ度の症状の場合は、すぐに救急隊を要請する
とともに、衣服を脱がせて、体から熱の放散を助
けるとともに、露出させた皮膚に水をかけて、う
ちわや扇風機などで体を冷やします。氷のうなど
があれば、それを頚

け い

部、脇の下、 大腿の付け根な
どに当てて皮膚の直下を流れている血液を冷やす
ことも有効です。
　重症者を救命できるかどうかは、いかに早く体
温を下げることができるかにかかっています。

取手市医師会健康教室
「熱中症の話」

食の自立支援事業
（配食サービス）

食の自立支援事業
（配食サービス）
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8 月    

　プロバイダの契約にあたり、勧誘業者
が消費者のパソコンを“遠隔操作”する
ことによるトラブルの相談が、寄せられ
るようになりました。このトラブルは、消
費者と業者との合意内容を確認しにくく、
解決が難しい場合が多くなっています。
事例　プロバイダを乗り換えれば安くな
ると電話で勧誘され、契約することにな
り、乗り換えに必要な作業は遠隔操作で
行うと言われた。後日、業者から電話が
あり、パソコンの電源を入れ、指示され
たホームページを見て何かの数字を教え
たことは覚えているが、それ以外は何も
していない。数日後、見知らぬプロバイ
ダ事業者から請求書が届き、以前より高
い月額利用料で、頼んでいない映像配信
サービスやリモートサービス等も契約し
たことになっていた。解約したい。（相
談者：60 歳代　女性）
ひとことアドバイス
☆�自分のパソコンを勧誘業者に遠隔操作

させないようにしましょう。�
☆内容を十分に理解して契約しましょう。
☆必要がない時は、きっぱり断りましょう。

暮 らしのコーナー

「遠隔操作」による
勧誘トラブルに注意！

・市消費生活センター���☎ 45－2327
���（市役所 2 階経済課内）月～金曜日
���9:00 ～ 12:00、13:00 ～ 16:00
※土・日曜日、祝日、年末年始は除く

トラブルにあったら

８
月
の
各
種
相
談

法律相談 20 日
　9：00�～�12：00

市役所

13 日 9：00�から要予約
☎�45－1249

行政相談 12 日
13：00�～�16：00 －

教育相談
（ラポールルーム）

日～金曜日
　9：00�～�16：30 ☎�0120－783018

若者就労支援相談 24 日（第 4 土曜日）
13：00�～�17：00 中央公民館 要予約�いばらき若者サポステ

☎�029－259－6860

不登校相談
（はばたき）

火～金曜日
　8：30�～�17：15 東板戸井集会所 ☎�45－2655

こころの
健康相談

　8 日
13：30�～�15：30 保健センター 1 週間前までに要予約

☎�48－6000

家庭児童相談 月～金曜日
　8：30�～�17：00

家庭児童相談室
（市民交流プラザ内） ☎�45－2314

心配ごと
相　談

14：00�～�16：00
・ふくし� 5 日
・年金・労務� 12 日

いきいきプラザ・
げんき館

（社会福祉協議会）

☎�45－0088

電話相談 金曜日
10：00�～�15：00 ☎�48－5555

生活機能相談 金曜日
10：00�～�17：00 市役所介護福祉課 要予約

☎�45－1111�内線 174

ECOライフを楽しもう！
照明編

夏の「電気の上手な使い方」

○�電球の取り換え時には、省エネ性の高
いランプに

　�白熱電球から電球形蛍光ランプや電球
形 LED ランプに取り換えると省エネ
になります。

○調光機能を使う
　�調光機能タイプの物は、必要な明るさ

に調節しましょう。
○照明器具の清掃を
　�ランプ本体や照明器具のカバーなどに

ホコリや汚れがつくと、明るさが低下
します。部品や材質に応じて、こまめ
にお手入れをしましょう。

1 木 � ビン・ペット収集日
2 金 おはなし会（６・10・21 日 11:00 ～、18 日 14:00 ～　中央図

書館／５日 15:00 ～　保健センター）
3 土 夕べのコンサート（・10・24・31 日 18:00 ～　市役所）　
4 日 ふるさ都市もりや朝市（10:00 ～ 15:00　守谷駅西口駅前広場）
5 月 粗大ごみ戸別収集申込期間（～９日）� 粗大ごみ戸別収集日
6 火
7 水 こころのリハビリ（9:30 ～ 11:30　保健センター）／認知症の

方の家族の集い（13:30 ～ 15:00　市役所）� プラ容器収集日
8 木 � 紙・布類収集日
9 金
10 土
11 日 おはなし隊がやってくる（15:00 ～　中央図書館）
12 月
13 火 �
14 水 税務相談（13:00 ～ 16:00　市役所）

� 缶・プラ容器収集日、公民館休館日
15 木 � ビン・ペット収集日
16 金
17 土
18 日
19 月 粗大ごみ戸別収集申込期間（～ 23 日）� 粗大ごみ戸別収集日
20 火
21 水 こころのリハビリ（９:30 ～ 11:30　保健センター）

職業相談（９:30 ～ 11:30　文化会館）� プラ容器収集日
22 木 � 紙・布類収集日
23 金
24 土
25 日
26 月
27 火
28 水 � 缶・プラ容器収集日
29 木 � ペット収集日
30 金
31 土
9/2 ㈪�納期限
市・県民税（2 期）、国民健康保険税（2 期）、後期高齢者医療保険料

（2 期）、介護保険料（3 期）


